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令和 8年 1月度 福岡県の米国関税措置の影響に関するアンケート調査 

 
はじめに  ご回答者様の情報について、ご記入ください。（必須）   

貴社名  

主たる事業所所在地（市町村名）  担当者名  

メールアドレス  電話番号  

※ ご記入いただいた連絡先等は、福岡県の施策や事業の情報提供以外の目的で使用することはありません。 

※ 本調査票では、法人ではない個人事業主の方も「貴社」と表現します。 

※ 米国関税措置の状況によっては、再度アンケート調査を実施する可能性があります。その場合も、今回と同様 

メールでのご連絡を予定しておりますので、「メールアドレス」の記入もよろしくお願いします。 

 

 
 問 1  米国関税措置による影響の有無について、お答えください。（いずれかひとつを選択） 

A. 現時点で影響がある  → 問 2へ B. 今後影響の可能性がある → 問 5へ 

C. 影響はない    → 問 8へ D. 不明    → 問 8へ 

 

 問 2  問 1で【A.現時点で影響がある】とご回答の方。 

関税措置により影響している項目について、お答えください。（複数回答可）  

A. 売上の減少 B. 製造コストの上昇 C. 納入先からの値下げ要求 
→A～C を選んだ

方は問 3へ 

D. 価格競争力の低下 E. 資金繰り悪化 F. 廃業 

→D～G を選んだ

方は問4へ G. その他（                        ） 

 

 問3  問2で【A.売上の減少】【B.製造コストの上昇】【C.納入先からの値下げ要求】とご回答の方は

以下の問 3-1,問 3-2,問 3-3の項目について、お答えください。 

 

 問 3-1  米国関税措置前と比べてどの程度影響が出ているか、お答えください。（いずれかひとつ

を選択） 
 

10％未満 
10～20％

未満 

20～30％

未満 

30～40％

未満 

40～50％

未満 
50％以上 

A.売上の減少 a b c d e f 

B.製造コストの上昇 a b c d e f 

C.納入先からの値下げ要求 a b c d e f 

 

 問 3-2  影響が出てきた時期をお答えください。（いずれかひとつを選択）  
 R７年８月以前 R７年９月 R７年１０月 R７年１１月 R７年１２月 

A.売上の減少 a b c d e 

B.製造コストの上昇 a b c d e 

C.納入先からの値下げ要求 a b c d e 

  

【提出方法】 Webフォームにてお願いします 



2 

 

 

 問 3-３  １年後、影響度はどの程度だと想定されるか、お答えください。（いずれかひとつを選択） 
 

10％未満 
10～

20％未満 

20～

30％未満 

30～

40％未満 

40～

50％未満 
50％以上 わからない 

A.売上の減少 a b c d e f ｇ 

B.製造コストの上昇 a b c d e f ｇ 

C.納入先からの値下げ要求 a b c d e f ｇ 

→問 4へ 

 

 問 4  問 1で【A.現時点で影響がある】とご回答の方。 

米国関税措置による影響への現在の対応状況をお答えください。（複数回答可）  

A. 価格転嫁 B. 米国内在庫の活用  C. 仕入（販売）先国の変更 

D. 生産拠点の見直し E. 代替市場へのシフト F. 生産調整 

G. 事業規模の縮小 H. 人員削減 I.  動向注視 

J. 特に対応していない K. その他 （                    ） 
※C. 仕入（販売）先国の変更：自社製品等の仕入（販売）先、又は仕入（販売）している国を他社（国）に変更。 

（例：半導体部品を米国企業へ輸出していたが、販売先を国内企業に変更） 

※E. 代 替 市 場 へ の シ フ ト：既存市場（製品）等から、別の市場（製品）もしくは新規市場（製品）に変更。 

（例：自動車部品から医療機器部品の製造を強化） 

→問 8へ 

 

 問 5  問 1で【B. 今後影響の可能性がある】とご回答の方。 

関税措置により影響すると想定される項目について、お答えください。（複数回答可） 

A. 売上の減少 B. 製造コストの上昇 C. 納入先からの値下げ要求 
→A～C を選んだ

方は問 6へ 

D. 価格競争力の低下 E. 資金繰り悪化 F. 廃業 

→D～Gを選んだ方

は問7へ G. その他（                        ） 

 

 問 6   問 5で【A. 売上の減少】【B. 製造コストの上昇】【C.納入先からの値下げ要求】とご回答の方

は以下の問 6-1,問 6-2の項目について、お答えください。 

 

 問 6-1  米国関税措置前と比べてどの程度影響が出ると思いますか。（いずれかひとつを選択） 
 

10％未満 
10～

20％未満 

20～

30％未満 

30～

40％未満 

40～

50％未満 
50％以上 わからない 

A.売上の減少 a b c d e f ｇ 

B.製造コストの上昇 a b c d e f ｇ 

C.納入先からの値下げ要求 a b c d e f ｇ 

 

 問 6-2  影響が出てくると思う時期をお答えください。（いずれかひとつを選択）  
 R８年１～３月 R８年４～６月 R８年７月以降 未定 

A.売上の減少 a b c d 

B.製造コストの上昇 a b c d 

C.納入先からの値下げ要求 a b c d 

→問 7へ 
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 問 7   問 1で【B. 今後影響の可能性がある】とご回答の方。 

米国関税措置による影響に対し検討している対応策をお答えください。（複数回答可） 

A C A.  A. 価格転嫁 B. 米国内在庫の活用 C. 仕入（販売）先国の変更 

D. 生産拠点の見直し E. 代替市場へのシフト F. 生産調整 

G. 事業規模の縮小 H. 人員削減 I.  動向注視 

Ｊ.検討していない K. その他（                    ） 
→問 8へ 

 

 問 8   関税措置に関して、現在までに利用した支援施策について、お答えください。（複数回答可） 

A. 県、関係機関の金融相談窓口 B. 米国関税対策特別融資による資金繰り支援 

C.「福岡県中小企業 DX 推進センター」による 

生産性・収益力向上支援 

D.「グローバルコネクト福岡」を核とした 

海外における新市場開拓支援 

E.各種補助金での製品開発支援 F.利用していない 

G. その他（                                  ） 

 

 問 9   問 8で【F. 利用していない】とご回答の方。 

支援施策を利用しない理由についてお答えください。（複数回答可） 

A C A.  A. 必要性を感じない B. 手続きが複雑で負担が大き

い 

C. 支援内容が自社の状況に合

わない 

D. 情報不足で制度を知らなか

った 

E. 支援を受けるための時間や

人員の余裕がない 

F. 他の資金調達手段を利用し

ている 

G. 今後利用を検討中 H. その他 （                    ） 

 

 問 10   今後、福岡県に期待する支援策について、お答えください。（複数回答可） 

A. 資金繰り、資金調達支援 B. 新製品、サービス開発の支援 C. 新市場、販路開拓 

D. 生産性向上を促す支援 E. 相談窓口の設置 F. わからない 

G. その他（                                  ） 

  
 問 11   その他、関税措置への支援施策等のご意見・ご要望など、自由にご記入ください。 

 

*** アンケートは以上です。ご協力いただきありがとうございました。***   
 


